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○災害対策
災害時の避難場所が、社会教育総合センターとなって
いるが、広域避難場所のため不特定多数の近隣住民
が避難。見知らぬ顔が同スペースに避難することで、
震災の不安感に緊張やストレスが重なり、不穏状態に
拍車をかけ、奇声や暴力、徘徊による行方不明、体調
不良など、ご利用者様はもとより避難住民様の心身に
も多くのストレスを与えかねない。昨年も同様の問題定
義をしていただくも、解決が困難だった。だが、避難先
の安全確保のためにも、引き続きご利用者様だけを避
難させられる個室の確保が必要である。

震災時の広域避難場所、社会教育総合センター内
で、グループホームおおぞらと近隣住民のみなさま
が避難中のストレスを少しでも減らすことのできる
よう、予め避難場所のルールを決めておく。

①広域避難場所である社会教育総合センターを管轄
する上富良野町役場総務課、基地調整課との話し合
いを継続し、グループホームおおぞら専用の避難ス
ペースを確保する。②確保できたスペースは、社会教
育総合センター職員に周知し、専用スペースであるこ
とを知らせる立て看板を作成しておく。③併せて運営
推進委員会等で、保健福祉課、住民会長、町内会長、
民生委員などに周知する。④回覧板で、見取り図と写
真を用い、グループホームおおぞら避難専用スペース
を記したチラシを配布し、町内会等に広く周知する。
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